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令和４年度 社会創生プロジェクトの取組

本校の社会創生プロジェクト（以下:社創）とは、総合的な学習の時間や生活科と国語科をはじめ他

の教科等と関連させた本校独自の学習であり、仲間と共に協働で課題に向き合う探究学習です。

私たちは、これからの社会を生き抜く子供に、予測不能な社会ではありますが、彼らが望む未来を実

現してほしいと願っています。それは、大人に与えてもらうものではなく、指示されたことをこなすだ

けで築けるものでもなく、自分たちで考え、目標を設定して、そのために必要な変化を実現するために

行動に移していくことで、実現されるものです。この力は、一般的に”エージェンシー”と言われて

います。そんな力を持った子供たちを育むため、本校では、目指す子供像を「自立・協働・貢献」とい

う言葉で表し、学校教育全体でこの力の醸成に取り組んでいますが、特に社創の学びの中で育むことを

目指しています。本号では、現在子供たちが取り組んでいる「社会創生プロジェクト（以下、社創）に

ついて」紹介します。 【参考文献】白井 俊:OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来

［１年生］：『学校大すき みんななかよし』

１年生の社創のテーマは「学校大すき みんななかよし」です。

入学してから、お友達や身の回りの自然、環境、２年生や附属幼稚

園の年長さんと仲良くなるための活動を続けてきました。ふれあい

タイムや水遊びなど校内での活動はもちろん、松島水族館や幾久公

園へのお散歩といった校外学習を通して、たくさんの人や、ものと

なかよくなってきました。これらの活動には、子供たちが魅力を感

じる「遊び」や「体験」をみんなで共有することで、一人一人が学

校を好きになり、安心して学校生活を送ることができるようにという願いが込められています。今後は、

来年度入学してくる１年生に、学校生活や友達と交流することの楽しさを伝えたいという子供たちの気

持ちを軸に、学びを展開していきます。１年間の学びを振り返り、立派な２年生として新１年生を迎え

られるよう、力をつけていきたいと思います。

［２年生］：『なかよし プロジェクト』

２年生に進級してからは、新１年生となかよくなろうとプロジェ

クトを進めてきました。

第１弾「学校たんけんで なかよしプロジェクト」では、自分た

ちが探検しながら作った地図を使って、学校を案内しました。第２

弾「やさいで なかよしプロジェクト」では、育てた野菜をおいし

く食べるレシピを１年生に渡したり、野菜のクイズやゲームをした

りしました。第３弾「松島水族館で なかよしプロジェクト」では、
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縦割りのグループに分かれて、水族館を案内しました。そして、第４弾「うごくおもちゃで なかよし

プロジェクト」では、１年生とさらになかよくなるために、アイデアを出し合い、何度も話し合い、プ

ロジェクト成功に向けて計画を立てています。12月には、大学生から、うごくおもちゃの説明書作りや

相手に分かりやすく教えるための工夫を学びました。

これまでの社創で、相手を思うことや自分から動く大切さ、みんなで進めていく楽しさややりがいな

どを感じているようです。

［３年生］：『広げよう！え顔のつながりプロジェクト』

「地域の人と仲良くなりたい」「地域の人に明るく笑顔になってもらいたい」という子供たちの思い

から始まった３年生の社会創生プロジェクト。「地域のために自分たちにできることは何だろう」こん

な子供たちの思いから新田塚ふれあい公園とのつながりが生まれ

ました。第１弾では新田塚ふれあい公園友の会のみなさんと共に、

公園をリニューアルするための様々な活動を繰り広げてきました。

「ベンチのペンキを塗り直そう」「もっとお花でいっぱいの公園に

したいね」子供たちのアイディアが次々にわいてきます。11月に

は、たくさんの地域の方を招待して、公園リニューアルオープン

イベントを開催することができました。3年生の今年のテーマは「広

げよう！え顔のつながりプロジェクト」これからも、たくさんの

笑顔を広げていきます。

［４年生］：『笑顔のもとって なんだろう？ ～健康運動づくりプロジェクト～』

みんなの「笑顔」と「健康」をつくりたい子供たち。どうすれば自分たちでつくることができるの

かを考え続けています。３年生から取り組んでいる「運動」を４年生につなげ、明新公民館の「健康

リズム体操」のグループの方と出会いました。楽しく笑顔になれる「健康運動」を自分たちもつくろ

うとチームを結成し、７月には運動を発表することができました。

夏休みが明けると、「みんな」の対象を明新地区の方に広げ、本校

に招いた運動交流会を計画しました。音楽に合うように、説明や

声かけが上手くできるように、道具を使って楽しんでもらえるよ

うに。様々な工夫や思いをこめながらチームで運動をつくりまし

た。たくさんの方が参加してくださり、笑顔があふれる交流会を

実現することができました。子供たちの運動づくりはまだ続いて

います。笑顔と健康をつくりたい思いに終わりはありません。

［５年生］：『創ろう 笑顔と絆 伝えよう ○○のよさ』

子供たちから出たキーワードを基にテーマが決定。附属幼稚園

の上田先生より依頼を受け、５年生５歳児交流「５５交流」がス

タートしました。子供たちは意欲的にプロジェクトに取り組み、

自らの力の高まりや足りない力を都度省察し自覚していきました。

６年生までに、もっと力を高めたいと考えた子供たち。コロナ禍

で先輩が活躍する姿を見る機会が少なかったこともあり、「各自の

リーダー像を固め、自分のよさを見つめ直し、最高学年への意識

と意欲を高める」学びが続いています。「プロから話が聞きたい」
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という子供たちの思いから実現した出前授業で「リーダー」について学び、「念い」を伝えるプレゼン
おも

テーションについて学習し、先日、小浜美郷小学校で実際に学びを交流することができました。理想の

リーダーに近づこうと努力し学び続けている６０名です。

［６年生］：『未来へのピースを集めてパズルを完成させよう』

５年生の時に設定したテーマ「未来へのピースを集めてパズルを完成させよう」のもと、６年生から

はSDGｓの目標の一つ「つくる責任、つかう責任」を体感しようと、大豆栽培が始まりました。毎日の

水やり、雑草対策、鳥害対策、病気の対策等の困難を乗り越え、ようやく大豆の収穫を迎えようとして

いる頃、大豆の溢れる魅力を感じ始めていた子供たちの心の中では「大豆の魅力を発信したい。未来に

大豆を残したい。」という思いが芽生え始めました。そこで、名鉄

観光の山﨑さん、電通の寺嶋さんと協働で「大豆ツアーをつくろ

う」というプロジェクトを始めることとなりました。プロジェク

ト内で寺嶋先生から「大豆の魅力を世界にまで発信すると、大豆

を食べない文化の国の人たちの貧困問題も解決できるかもしれな

い。」と教えていただきました。子供たちは「大豆は地球を救うか

もしれない」と思いを発展させ、現在ツアー考案中です。もし、

ツアーが完成したら是非、参加してみてください。

［７年生］：『波紋』

５月、オリンピック選手、研究者、プロの音楽家、県庁職員の方々との交流会を通してこれからの自

分たちの未来像を探りました。一人一人の思いを理解し合う過程を通して、誰一人切り捨てず、お互い

を磨き合い、高め合っていこうという思いから学年目標「HOSEKI（宝石）」が生まれました。文化祭で

は、それまでの自分たちのストーリーを劇という形で省察したのち、これから探究し、挑戦していきた

いことを考え、先輩方からアドバイスをもらいました。その後、

同じ思いをもったメンバーにより部門が立ち上がり、学年が向か

う方向を探るために調査活動に出かけました。調査後、議論の末、

「一粒のしずくが360°に広がり伝わっていくように、自分たちの

活動を共有・発信し、つながり、影響し合いながら、周囲を変え

ていこう」という思いから「波紋」という社創テーマが生まれま

した。いよいよこれから本格的に活動を進めていきます。

［８年生］：『はたけではたらけプロジェクト』

８年生前期までは「はたけではたらけプロジェクト」というテーマのもと、雑草だらけの畑を開墾し

てきました。７月にはある程度のジャガイモが収穫できた一方で、マルチシートの使い方や農薬、水や

り、土づくりについて課題があること、そしてプロジェクトを進める上での集団のつくり方自体にも課

題があることがわかりました。「自産自消」を掲げ、様々な農業の

プロジェクトを手掛ける株式会社マイファームの西辻一真さんと

堀内遥奈さん（共に本校卒業生）との交流や、グローバル時代に

おける多文化共生を目指す株式会社農園たやの佐藤高央さんの講

演、さらには県内１７か所での校外学習と事後の校内交流会を通

して、「若者が農業と近い未来へ」という新たなテーマを創り上げ

ました。当初は「私たちだけの力で」という思いが強かったプロ



- 4 -

ジェクトも、今では学校外の人とも協働し「みんなが農業を好きになるプロジェクト」へと広がりと深

まりを見せています。

［９年生］：『まちづくり』

８年生までの学年全体で「まちづくり」をテーマとして探究してきましたが、９年生の前期では、

これまでの活動で培った資質・能力を生かして学級ごとに演劇を創り上げました。学級演劇は附属の学

校文化として長年続く活動です。学級ごとに創り上げるため、今まで以上に活動に対して自分事として

取り組むことが求められました。「自分たちが伝えたいことは何だ

ろうか。」「この演劇で伝わることは何だろうか。」とメッセージの

受け取り手となる『他者』を意識して活動に取り組んでいきまし

た。演劇祭では、どの学級も見る者を魅了する素晴らしい演劇を

披露することができました。９年生後期では、これまでの社創の

学びを振り返り、自己の成長や変化について文章でまとめていま

す。与えられたわけではない、「自分で創った学び」を自分で捉え

ていきます。

ところで、現在、大学の方で探究的な学びを通して育む力:エージェンシーを測る尺度の開発が進め

られています。後期課程生徒を対象に行った第1回目のアンケート結果では、下記のような結果がみら

れました。今回７つの尺度で生徒の力を測り、全体としてはこのような結果でしたが、数値の高い低い

で、「良い悪い」を分析するのではなく、今後定期的に測っていくことでその変容を子供と共に分析し、

「なぜこの項目は大きくなったのだろう」「なぜここは、へこんでいるのだろう」と、子供自身が自己

の成長につなげていけるように、学びの一つの支援として活用していきたいと考えています。

保護者の皆様には、これからも「社会創生プロジェクト」での子供たちの学びを温かく見守っていた

だきますよう、よろしくお願いいたします。

探究的な学びを通して育む21世紀に求められる力(エージェンシー)尺度の構成

①成長マインド 何が起きても、自分は成長できるか、学べる
かという視点で考え、失敗でさえ学びとして、
必要であると捉える

②希望 困難なことや難しいことに出会ったときに、
何とかできるかな!と思える

③アイデンティティ 自分のことをどのくらい理解しているか

④動機づけ 学校での学びが自分にとって有用であると感
じている

⑤目的意識 様々な場面における活動や学びが、「何のため
に」なのかを意識できている

⑥自己効力感 価値ある目標を目指して、「自分ならできる」
と自信に満ちた感覚

⑦所属感 学校だけでなく、生徒の所属している集団に
おける居心地の良さを感じている

よいお年をお迎えください。


